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ワールドラグビー ビル・ボ
ーモント会長挨拶

素晴らしい成果を生んだImpact Beyond 2019（インパクト・ビヨンド2019）プログラ
ムにご尽力いただいたみなさまにワールドラグビーを代表し、感謝の意を表します。

ワールドラグビーの理事会がラグビーワールドカップ2019を日本で開催すると決定した時、日本
大会が、世界で最も人口が多く、若年層が多いアジアのラグビーにとって強力なゲームチェンジャ
ーとなる可能性を秘めていると信じていました。

この可能性を現実のものとするため、Impact Beyond 2019という革新的なプログラムが立ち上
げられました。このプログラムは、世界中にこの競技を普及させ、ラグビーのパワーを通じて社会
にポジティブなインパクトを与え、我々の旗艦イベントであるワールドカップの持続可能なレガシー
を残す、というワールドラグビー の使命に則ったものです。

日本ラグビーフットボール協会、アジアラグビー、そして22の協会とパートナーシップを組んで運営
したこのワールドラグビープログラムはまさに素晴らしい結果を生みました。数々の記録を塗り替
えた大変特別な大会となったラグビーワールドカップ2019の中心的プログラムであり、日本だけで
も100万人以上を超え、アジア全土で驚くべき225万人の新規ラグビー参加者を達成し、全ての期
待を大きく上回った結果を生み出しました。

ラグビーは単なる競技ではありません。Impact Beyond 2019プログラムの一環として世界中の
ラグビーファミリーがその素晴らしい結束の印として、ラグビーワールドカップ2019の主要慈善団
体パートナーであるチャイルド・ファンド（ChildFund ）「パス・イット・バック」へ200万ポンドを
超える支援を行うと決定しました。この基金は、ラグビーカリキュラムとライフスキルの習得を通じ
て、アジア全土の厳しい環境に暮らす25,000人以上の子供達の未来を変えることを目指していま
す。

同時に、世界ワールドカップトロフィーツアーでラグビーの象徴であるウェブ・エリス・カップが感動
を与えながら地域のコミュニティーにラグビーを届け、子供達と交流し、インドから中国、フィリピ
ン、マレーシア、そしてネパールを訪れ、やがて３ヶ月間の日本ツアーの末、19カ国の訪問を果たし、
ツアーが終了しました。

Impact Beyondの成功は、アジアラグビー、JRFU、そして関係協会の皆さんのご尽力の証です。ま
た、ラグビープログラムのために定期的に時間と体力を捧げて応援してくださった何千人もの世界
中のボランティアの皆さまに、特に感謝を申し上げます。彼らはラグビースポーツの縁の下の力持ち
です。

2021年には東京でオリンピックが開催されますが、世界中でより多くのファンと参加者が私たち
の愛するラグビーに関与していけるよう今後もImpact Beyondの取り組みを続けます

ワールドラグビー 会長

サー・ビル・ボーモント
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アジアラグビー会長挨拶
アジアラグビー会長として、大成功を収めたラグビーワールドカップ2019について喜びをもって
振り返りたいと思います。アジア初の開催となったラグビーワールドカップは日本にとってのみ
ならず、アジア全土にとっての成功でした。

 

Impact Beyond 2019プログラムがスタートした2016年から大会開催までの間、アジアのラグ
ビーファミリーの一員としてアジアの各協会が一体となりました。規模の大小を問わず、我々の
協会が皆RWC 2019のレガシーに参加できるチャンスを存分に活用しました。アジアラグビー協
会は、63のImpact Beyondプロジェクトに参加し、そのうちの90パーセントは2019年末まで
に完了しました。

 

我々の旗艦プロジェクトである「プロジェクト・アジア・ワンミリオン」には4年間で225万人以上
の新規ラグビー参加者が参加しました。このプロジェクトで最も注目すべき点は、参加者の40パ
ーセントが女子であったことです。

 

現在アジアラグビーは、この素晴らしい土台をもとに参加者維持に焦点を当てながらレガシー
の構築に注力していきます。我々のフォーカスは今後もラグビーに関する認知度と参加率を高め

ていくことと、持続可能で長期的なプレーヤーパスウェイを強化することです。アジアラグビー
とその運営役員、職員、各種委員会ではアジアの加盟協会に対して実践的にアプローチしな

がら、支援すべき機会や対象などを絞り、各協会がコミュニティーを構築、発展し成長を
遂げていけるよう、フィールド内外において平等でフェアな協力を行っています。

 

アジアラグビー会長

カイス・アル・ダライ 

	

日本ラグビーフットボ
ール協会　会長の挨拶
はじめに、日本で初めて開催されたラグビーワールドカップ2019日本大会
は、世界各国のラグビーの仲間に支えられて、成功裏に終えることができま
した。大会期間中に限らず、これまで温かいご支援をいただいた皆さまに心か
ら感謝を申し上げます。

また、ラグビーワールドカップ2019日本大会の圧倒的な盛り上がりは、ワールドラグ
ビー、アジアラグビー、日本ラグビーフットボール協会が取り組んでおります『Impact 
Beyond2019』を通し、世界に大きな影響を与えました。

日本ラグビーフットボール協会の普及育成戦略における中心的な役割を持つこのプログラムで
は、都道府県ラグビーフットボール協会、ラグビーワールドカップ開催都市や公認チームキャンプ
地の地方自治体、そして、ラグビーワールドカップ2019組織委員会と日本ラグビーフットボール
協会が互いに協力して、さまざまな取り組みを行っております。例えば、全国の小学校では76万
9,000人以上の児童がタグラグビーを経験し、2019年の全国一斉ラグビー体験会には26,000
人以上の子どもたちが参加してくれました。

その他にも普及育成に関する様々な取組を行い、開催都市ではファンゾーンなどで自治体と協会
が連携したイベントが多く開催され、ラグビーに興味を持った子どもたちの多くの笑顔を見るこ
とができました。

日本国内だけではなく、アジアに対しても「Asian scrum Project」として指導者派遣や国際交
流プログラムといった活動を続けており、9月20日の開幕戦（日本―ロシア）にはアジア協会加
盟の26カ国から48名の子どもたちを招待しました。このラグビーワールドカップを通して、アジ
ア各国と日本の関係がより深まったと感じております。

　日本ラグビーフットボール協会はこのラグビーワールドカップによってもたらされたIMPACT 
をこれから普及育成の発展に繋げていくためにこれからも努力してまいります。

引き続き、ワールドラグビーをはじめ、ラグビー関係者の皆さまに対し、日本ラグビーへの熱い
ご支援をお願い申し上げます

日本ラグビーフットボール協会会長

森重隆
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Impact Beyond 
2019の概要

ワールドラグビーは、メジャーイベントの影響力と露出度の価値を信
じ、それらを活用してホスト協会と地域における持続可能なレガシーを構
築しています。ラグビーの感動的な力を生かし、大会開催期間後も続くよう
な確実で長期的インパクトを与えていくことは、ワールドラグビーの責任
の一つになります。

Impact Beyondは大きなレガシーを構築するための青写真であり
Impact Beyond 2019プログラムはワールドカップ2019が生み
出すチャンスを日本、そしてアジア全土で最大化するようデザ
インされています。これは持続可能な将来の構築、ラグビ
ーの発展の牽引、またラグビーが提唱するコアバリュー
の奨励を目指す様々な開発イニシアチブを実行する
際の枠組みとなります。

 

	 Impact Beyond 2019の4つの主 
	 要戦略エリア :

1 / GROWING THE GAME IN JAPAN（日本におけるラグビ
ー振興）
目標：ラグビー参画者を20万人以上にする
成果 : 日本で100万人以上の新規参画者

2 / GROWING THE GAME IN ASIA（アジアにおけるラグビ
ー振興）
目標：アジアでの新しいプレーヤーを100万人以上増加、プレーヤー人
口を200万人以上にする。
成果 : アジア全土で225万人の新規参画者

3 / GROWING BROADCASTING IN ASIA（アジアにおけ
る放送網の拡大）
目標：すべてのプラットフォームでラグビーを広く放送する。
成果 : 世界中のRWC 2019の視聴者数8億5,700万人の新記録

4 / GROWING THE GAME GLOBALLY（世界におけるラグ
ビー振興）
目標： RWC2019のインパクトを最大限活かして世界のプレーヤー人口
を1,100万人以上にする。
成果 : 世界中のラグビーファン人口が6,100万人増加。うち3分の２はア
ジアでの伸び（ニールセン社による調査結果）。

2017年出版の Impact Beyond 2019 （イン
パクト・ビヨンド 2019）プログラムのパンフ
レットはここからご覧いただけます。 
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アジアのラグビーファン人口

1億４,４００万人

14,552人のタグティーチャーが養成
され、6,616の小学校で

76万9,000人の日
本の児童がタグラグビーを体験。 ラグビーワールド

カップ2019トロフ
ィーツアーの一環
としてアジアの７
カ国をウェブ・エリ

スカップが訪問

ラオス、ベトナム、カンボジア、東ティモール、フィリピンの
厳しい環境で暮らす25,000 人の子供達へチャイルドフ
ァンドの「パス・イット・バック」が援助

Get Into Rugby 
プログラム参加者

352,133人 
22 

のアジアの協会が 
Impact Beyond 2019

で協働

43.1% 
アジアの新規参加者の43.1％
は女子

アジアにおける2016
年以来の新規参加者数

225万人
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GROWING THE 
GAME IN JAPAN
2016年、日本ラグビーフットボール協会は「ビッグ・トライ」のビジョンのもと、普及
戦略計画を策定し、ラグビーワールドカップ2019に向けImpact Beyond 2019プロ
グラム、そして2019年以降の日本ラグビーのさらなる発展に向けて取り組んできまし
た。

Impact Beyond 2019ではGROWING THE GAME IN JAPANにおいて
「Rugby For All/Get Into Rugby」「Investing In People」「Enhancing RWC 
Partnership」「Strengthening Rugby Link In Japan」の4つの柱に「Asian 
Scrum Project」を加えた5つにねらいを定めました。

RWC 2019の開催都市の自治体やラグビー協会など多くのステークホルダーからこ
れらのプログラムへのご支援とご協力をいただきました。学校教育においてはタグ
ラグビーが導入され、フルタイムで従事するRegional Development Officer (地域
の普及育成担当者）が設置されました。コーチとマッチオフィシャルの資格認定の
枠組みを見直しました。RWC 2019の12の開催都市の自治体とラグビー協会との様
々な共同イベントも開催されました。また、JRFUはFIVES（カジュアル・タグラグビ
ー）やたんぼラグビーなどの外部の団体と協働、JICA （国際協力機構）、Sport For 
Tomorrow, JENESYSともコラボレーションプログラムを実施し、アジアのラグビー
普及活動を行いました。

大会開幕に先立ち、76万9,000人以上の小学生が学校でタグラグビーを体験、また
GIR （Get Into Rugby）プログラムを通じて352,133人の子供達がラグビーを体験
しました。大会開幕前に既に100万人以上の子供達がラグビーを体験していたことが
競技に対する認識度を高め、大会の盛り上がりを助けました。

RWC 2019での日本代表チームの歴史を塗り替える偉業と、大会の大きな盛り上が
りもImpact Beyond 2019プログラムを後押しし、RWC 2019閉幕後も、18,000

人以上の子供達が秋の全国一斉ラグビー体験会に参加しました。全体的に小学
生・中学生ともに競技者は増加を示しており、RWC 2019開催中、特に増加し

たのは小学生と未就学年齢のプレーヤーで、2,200人以上の増加を記録。
昨年比で２倍以上の伸びとなりました。資格認定を取得したコーチの

数も前年比で増加。タグラグビーティーチャー資格取得者は14,552
人となりました。加えて、FIVES（Fanzoneで成人対象に行った

タグラグビーイベント）の1,420人の成人が参加しました。

1
日本ラグビーフ

ットボール協会が
継続的に取り組んでいる

Impact Beyond 2019プログ
ラムは、ラグビーの普及と発展に関

わるこれまでの取り組みに大きな変化
を及ぼし、その変化はRWC 2019の熱気に

よってさらに加速しています。また、JRFUが
JR 2019と12開催都市とタイアップして策定した

「ラグビーワールドカップ2019TM 未来計画Dream 
Beyond 2019」は、RWC 2019を通じてラグビーと地

域社会の発展を目指すものになります。これからは大会後
の成長を継続するため、ワールドラグビー との連携を通じて

ラグビーワールドカップ2019開催の契機で得た勢いを持続させ、
ラグビーのさらなる普及に向けて取り組みを進めていきます。

数字で見る最終結果
›	日本での参画者（学校教育でのタグラグビー、Get Into 

Rugby、全国一斉ラグビー体験会）数　100万人以上 

›	14,552人のタグティーチャーが養成され、 
6,616の小学校で 76万9,000人の日本の児童がタグラ
グビーを体験。

›	2019年、 26,000人の児童が全国一斉ラグビー体験会
に参加
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Impact Beyond 
2019の活動成果
すべての人にラグビーを／ラグビーへの参加：学校
ラグビーと地域ラグビー
普及基盤の整備を目指し、タグラグビーの学校教育への導入やGet Into Rugby、全国
一斉ラグビー体験会などを展開しました。

地域での普及事業を活性化させるためにRegional Development Officer（地域の普
及育成担当者）をフルタイムで設置しました。

-  6,616 の小学校で769,000 人の児童がタグラグビーを体験。
- GIRプログラム：352,133人 (2020年3月現在)
- 2019年に開催した全国一斉ラグビー体験デーに26,000人の子供達が参
加。

-サントリーカップのプレーヤー数：45,518人(2020年3月現在）
- 日本協会登録プレーヤー数：96,713人（2020年３月現在）

人への投資：トレーニングと教育
育成環境の整備を目指し、コーチ・レフリー資格制度の改定やタグラグビ
ーを普及させるためのタグラグビーティーチャーの養成を行うと共に、
平日の練習環境を創出するための放課後ラグビープログラムを実施
しました。

 - 国内の３地域で、Regional Development Officer 
をフルタイムで採用。

- コーチ数: 22,505 人(2020年3月現在) 
-タグティーチャー数: 14,552人 (2020年
3月現在) 

-マッチオフィシャル数: 4,375人 (2020年3月現在)   
- ボランティア登録者数: 27,800人
- 放課後ラグビープログラム数（中学生を対象に平日のトレーニ
ングの機会創出を目指すプログラム）：59  (2016年-2019年)

RWC2019開催都市とキャンプ地との連携 
：開催都市とチームのベース都市
ラグビーワールドカップ2019の12開催都市の開催自治体と開催都道府県のラグビー
協会との連携を深め、アジアラグビー交流フェスタ、小学校で開催したラグビー体験
教室、また開催都市で開催した「ファンゾーン」でのラグビー体験ブースなど様々なイベ
ントを運営しました。

• 2019 の12開催都市の都道府県ラグビー協会との普及育成担当者集合会議を行
いました。(2018年〜2019年の間に６回開催)

• RWC 2019開催都市自治体と都道府県ラグビー協会による様々なプログラム
が開催都市において実施されました。(学校でラグビー体験教室を実施、国際交
流、RWC 2019ファンゾーンや各地のイベントでのラグビープログラム実施) 

- 札幌：13の児童会館にタグラグビープログラムとタグラグビーキットの贈呈
- 岩手/釜石:ラグビー普及イベント
- 埼玉/熊谷：266の小学校にタグラグビーキットの贈呈
- 東京：学校および教師対象にタグラグビープログラムを実施
- 神奈川/横浜：こどもラグビーワールドフェスティバルの開催
- 静岡：2016-19年にかけて640人の児童がタグラグビーイベントに参加
- 愛知/豊田：トップリーグチームによるタグラグビーイベントを実施（26回）
- 大阪/東大阪：U８のコーチを対象にコーチ研修会を実施。
- 神戸：FIVES （カジュアルタグラグビー）イベントを開催。(1,932 人が
RWC 2019開催前に参加)

- 福岡：アジア交流フェスタ（2018と2019年に、アジアから19チーム、198人
のプレーヤーが参加しXラグビーをプレー。

- 熊本：ラグビー活動と地域の大規模なフェスティバルとのコラボレーション 
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参加者1,598人
- 大分：358の幼稚園、96の小学校でラグビープログラムを実施。
- JRFUとJR2019は、「ラグビーワールドカップ2019TM 未来計画Dream 
Beyond 2019」の策定について発表

日本でのラグビーリンクを強化: ラグビーリンク
生涯のスポーツとしてのラグビーの普及を目指し、JRFUはFIVES（カジュアルタグラ
グビー）や「たんぼラグビー」など外部団体とのコラボレーションを行いました。

- ストリートラグビー（タグラグビーイベント）: 参加者数14,280 人 (2018
年) / 8,000人(2019年)

- たんぼラグビー: 1,514 人 (2018年) / 2,278 人 (2019年)
- FIVES (カジュアルタグラグビー): 2,293 人(2018年) / 1,915 人(2019
年)   

- RWC 2019開催中に行われた国際交流試合: 61 試合
- RUGBY MATSURI PROJECT 2019: 726 イベント
 

アジアンスクラムプロジェクト
JRFUは、コーチの海外派遣、また国際協力機構（JICA）と共同で国際交流プ
ログラムを運営してきました。ラグビーワールドカップ2019開催中、アジアラグ
ビーの加盟協会から48人の若いプレーヤーを開幕戦に招待しました。

- JICA-JRFUスクラムプロジェクト: 2016-19年にかけて、JRFUは12カ国に69
人のスタッフを派遣。

- JENESYS: 2016-19年にかけて、東南アジア諸国連盟（通称ASEAN）から751
人を日本に招待。

- Sport for Tomorrow: JRFUはアジアにおいて8のプログラムを実行
し、28,317人が参加。

- Asia Rugby Invitation:RWC2019開幕戦にアジアラグビー加盟の26協会から
48名の若いプレーヤーを招待 

- 国際イベントにおいて1400個以上のビーチラグビーボールを贈呈。

主要な取り組みに関するハイライト
›	全国一斉ラグビー体験会を毎年春（3月〜4月）に 

展開し子どもと保護者が気軽にラグビーを体験でき
る機会としての継続。

›	体育授業にラグビーを導入する小学校を増加。

›	平日のトレーニング機会を維持するため放課後プ
ログラムを増加

›	Regional Development Officer を採用し、地域
と都道府県協会において、各事業のを促進
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GROWING THE 
GAME IN ASIA

2
アジアラグビーの加盟協会はImpact Beyondプロ
グラムを最大限に活用することで、アジア地域におけ
るラグビーの質と量が大きく向上しました。2016年以来
参加者数は飛躍的に増加し、加盟協会はアジア初開催の
ラグビーワールドカップを讃えるため、長く続くレガシーの構
築を視野に結束しました。

主な成果 ― 参画者
›	2016年以来アジアにおける新規参画者数は225万

人　(日本の参画者100万人以上、アジアラグビー加
盟協会の参画者108万人) 

›	アジアの新規参加者の43.1%が女子/女性

›	22 のアジアの協会がImpact Beyond 2019で協
働。 63 のプロジェクトのうち48がRWC 2019開催
までに完了。残りのプロジェクトのは2020年中に完
了予定。 

›	4,500 校が新規に参加

›	新たに6,000 人のコーチが講習修了

主な成果　― 日本とアジアにお
けるデジタルリーチ
›	日本におけるワールドラグビーのソーシャルチャンネ

ルのフォロワー数は、大会開催中128パーセントの伸
びを見せ、337,000人のフォロワーと地域特有のオー
ディエンスを獲得しました。

›	Snapchatが最も若年層のオーディエンスにリーチし
たプラットフォーム(68% が 13〜24歳)となり、その
コンテンツ利用率の上位５位に日本とカンボジアが入
りました。

›	インドにおいては、ラグビーワールドカップのフェイス
ブックページに４番目に最も多くの「いいね」をつけ
た国となりました。

›	アジアがRWC 2019の動画視聴の20パーセントを占
め 、その中でもラグビー伝統国でない、日本、マレー
シア、スリランカが高い数値を示していました。

›	日本のコンテンツ部門ではツイッターが最も人気の
あるプラットフォームで、ツイッター上での動画視聴回
数は1億4000回以上となっていました。
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主要な取り組みに関するハイライト
›	UAEラグビー連盟は公立学校を対象にGIRプログラムを実施。ラグビーを

教えるため1,000 人以上の教師が350校から講習に参加しました。その
結果、学校で開催するフェスティバルやリーグの試合を通じてアラブ首長
国連邦の148,000人の 生徒 たちが学校での授業の一環としてラグビー
を楽しみました。

›	インドラグビー協会は200,000人以上の子供達（うち47パーセントが女
子）対象にGIRプログラムを実施しました。プログラムは、地区別、ディビ
ジョン、州大会、全国大会など、恒例となっている様々な学校対抗大会に
て行われました。

›	ラグビーは、既にインドの学校競技連盟（SGFI）の男子・女子U14, U17 
＆U19カテゴリーの年次全国学校対抗競技の一つに認定されており、加
えてインド・大学連盟の男子・女子全国年次全国大会競技の一つとなりま
した。

›	バングラデシュでは79名の専任ラグビーデベロップメントオフィサーとボ
ランティアコーチを採用しました。2018年、バングラデシュラグビー協
会のディベロップメントオフィサーはわずか８名でしたが、わずか2年間で
素晴らしい成果を上げました。ラグビー普及に携わるスタッフは学校での
ラグビーの拡大や、ラグビープログラムの継続また100校以上の学校でラ
グビーチームを発足させるなど、積極的な活動を行っています。2016年に
はわずか1,700人の子供たちしか、ラグビーをプレーしていませんでした
が、2019年には合計40,000人の子どもたちがプレーしました。

Impact Beyond 
2019の活動成果
アジアの協会の強化 :
リーディング・ラグビーワークショップが２回、グローイング・ザ・ゲーム
会議は４回開催されました。

アジアにおける参画者の拡大 :  
プロジェクトアジア１ミリオン（A１M）には４年間で200万人以上の新規プレーヤー
が参加。ワールドラグビー とアジアラグビーは、コアユニオンであるインド、パキスタ
ン、中国に投資し、724,000人の新規参加者を獲得。アジアラグビーと大半の協会が
このプロジェクトに投資し、更に372,000人の参加者をA1Mの合計人数に追加しまし
た。

アジアの学校でのラグビー普及 : 
アジアラグビースクールプログラムで新たに4,500校がラグビーを 導入しました。 
28の協会では学校教師を対象にGIR（Get Into Rugby）コーチ認定を目指した講
習を積極的に実施しました。5カ国の大学の教育学部で教師を目指す学生を対
象に将来のラグビーティーチャーとしてプログラムを行っています。10の協会
は、学校でGIRプログラムを活用してもらうよう現地の教育担当官庁との
合意をしました。

アジアのコミュニティー強化の構築：
ラオス、ベトナム、東ティモール、フィリピン、そしてカンボジ
アの5カ国で25,000人の子供達がチャイルドファンドのパ
ス・イット・バックに参加しました。

アジアラグビーの人材資源
の拡大：
アジアラグビーは西アジア及び中央ア
ジアでのトレーニング＆教育、そして
運営をサポートするためのリージ
ョナルデベロップメントオフィサ
ーを2名配置しました。
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日本で開催されたラグビーワールドカップ2019は、ワールドラグビーのネットワー
クを通じて提携放送局が中継し、世界中で8億5,700万人が視聴した。これは前回
のイングランド大会を26パーセント上回る数字となりました。

アジアでのラグビー参加を拡大するためには、ラグビーがいかに独特で魅力的な
スポーツかを理解してもらうため、人々がラグビーの大会を観戦するためのアクセ
ス手段が不可欠となっていました。その意味でImpact Beyond 2019プログラム
の重要な柱の一つが「アジア放送戦略」だった。2016年以来、ワールドラグビーと
アジアラグビーが共同でアジアでのラグビー中継放送の拡大を目指す戦略をに取
り組んできました。

RWC 2019のアジアでのメディアの権利販売戦略は、最善のプラットフォームの発
掘と供給計画の策定に焦点を当て、可能な限り広範囲の人々を対象に大会を披露
するというもになっていました。日本では全試合をNHK（公共放送）、NTV（無料
放送局）とJSportsで中継放送し、50パーセント以上の試合の無料視聴を可能にし
ました。

大会の革新的なレガシーをモットーに、Japan 2019の視聴者はアジア、特に日本
代表（ブレイブ・ブロッサムズ）のパフォーマンスが人々の心を掴んだ日本で大きく
拡大しました。

日本においては、述べ4億2,500万人の視聴者がRWC 2019を観戦しました。この
数はEngland 2015の５倍となりました。日本で最も視聴者数が大きかった試合は

忘れられない一戦となった、横浜での日本対スコットランド戦となりました。台
風19号が通り去ったわずか数時間後の横浜で開催されたこの試合で日本

チームが準々決勝進出を決め、国内のラグビー中継視聴者数5,480万人
（FIFA 2002ワールドカップ決勝戦を上回る） という国内視聴者新

記録を打ち出しました。

アジアにおける放送
市場の拡大

3

一国におけるラグビー瞬
間最高視聴者数、前回の

記録：

日本のビデオリサーチ社による全国瞬間最高視聴者数の推計；
1分以上視聴した4歳以上の視聴者数は数百万人に上った　

2,070
万人

2,500
万人

2,600
万人

2,950
万人

4,700
万人

5,480
万人 4,890

万人

ENG v FRA
RWC 2007

JPN v SAM
RWC 2015

JPN v RUS
RWC 2019

JPN v IRE
RWC 2019

JPN v SAM
RWC 2019

JPN v SCO
RWC 2019

JPN v RSA
RWC 2019

›	視聴者の71パーセントはヨーロッパ以外の国々が占め、RWC 2011 と 2015
でのヨーロッパ以外の国々の視聴者の占める割合の２倍を記録。

›	世界の視聴者の50パーセント以上がアジアの視聴者。RWC 2011 と 2015
ではアジアの視聴者数は15パーセント未満だった。

›	史上最高視聴者数を記録した国は、日本対スコットランド戦の視聴者を記録
した日本で、FIFA ワールドカップ2002の決勝戦の視聴者数を上回った。

›	上位６位に入った市場は東南アジアで、2015年大会の110倍に拡大した。

›	これらの結果で2015年大会の視聴者合計数を26パーセント上回り、決勝戦
の生中継視聴者数は2015年大会を84パーセント上回った。

一国におけるラグビーの視聴者数グラフ:
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Impact Beyond 2019プログラムは主にアジアに焦点を置く一方で、ラグビーワ
ールドカップ2019は感動的なプレーの数々や、試合の合間の斬新なコンテンツ、
そしてRWC 2019トロフィーツアーなどのイニシアチブを通じて世界中のラグビ
ーへの関心度を高めました。

ラグビーワールドカップ2019は、世界中のワールドラグビー の提携放送局ネッ
トワークを通じて8億5,700万人以上の視聴者が観戦し、史上最もよく観られた
ラグビーイベントとなった。ワールドラグビー が初めて番組制作を担ったアジア
初ラグビーワールドカップは、ラグビー伝統国であるフランスやイギリスなどと
の時差があったにも関わらず、2015年大会の述べ視聴者数4億7,900万人から5
パーセント増の5億100万人を記録しました。

ウェブ・エリスカップは５大陸20
カ国に渡り200,000マイル（約
320,000キロ）を旅し、史上最大の
ラグビーワールドカップ・トロフィーツ
アー中80,000人以上の人々を魅了した。
ウェブ・エリスカップが訪問した先々では常
に大きな興奮と熱気で迎えられ、ラグビーワー
ルドカップとラグビーという競技に対する興味を高
めた。ツアーは世界中の新たなラグビーファンとプレ
ーヤーと触れ合い、ラグビーの振興に重要な役割を果た
しました。

世界のラグビープレーヤー人口は960万人に近づこうとしてお
り、ラグビー参加率は成長の一途を進み続けている。ニールセン
社のグローバル・スポーツDNAファン調査の最新結果にも報告され
ているように、ラグビーワールドカップ後の11月現在のラグビーファン
の人口（このスポーツに興味がある、またはとても興味があると答えた回
答者）は、2018年5月の3億4,400万人を6,100万人上回る4億500万人
に増加しました。

増加のほぼ3分の2がアジアでの増加で、インドとベトナムが日
本に次いで最も急速に拡大している市場になりました。女性
のファンの増加は世界中で顕著で、男性ファン人口の６倍
以上の速さで増加しました。

GIR（Get Into Rugby）とスピリット・オブ・ラグ
ビープログラムが普及のの主な牽引力で、2018
年と2019年において210万人以上の参加

者を対象に持続可能な方法でラグビ
ーを紹介、導入しながら普及

を図りました。
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フィリピン

スペイン

ウルグアイ

アルゼンチン

フィジー

インド

ネパール

日本

イギリス
アイルランド

ブラジル

チリ 南アフリカ

USA

カナダ

フランス
ドイツ

マレーシア

香港、中国

トロフィー
ツアーマップ
　

2017 から 11月から2019年6月にかけて 19 カ国を訪問: 
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チャイルドファンド、パス・イット・
バックパートナーシップ 
ラグビーワールドカップ2019においてのワールドラグビーとチャイルドファンドのパー
トナーシップは、数多くの金字塔、戦略的目的の達成、強力な連携、そして世界中のラ
グビーファミリーとの協力やアジア全土の子供達やコミュニティのために長く受け継が
れるレガシーが実現し、素晴らしい成功を収めました。
合同での成果

チャイルドファンドのパス・イット・バックの寄付金は200万英ポンド以上を達成しまし
た。

寄付金の結果は前回のラグビーワールドカップの結果を上回り、チャイルドファンド
のパス・イット・バックの活動、また台風19号による被害からの復興活動の支援に向
け、200万英ポンド（390万豪ドル）の寄付金が集まった。最も大きな寄付はチケット
購入時に購入者が任意で行なった寄付によるものでした。チャリティディナーやパーテ
ィーも成功し、またソーシャルメディア、DHL主催レース・トゥー・ラグビーワールドカッ
プ、企業からの寄付、基金、オーストラリア外務・貿易省(DFAT)、公式オンラインショッ
プ、大会関連の罰金などを通じた寄付も集まりました。

パートナーシップのレガシー

ラグビーワールドカップ2019でのワールドラグビーとチャイルドファンドのパートナ
ーシップは、真に持続するレガシーをアジアに残すためにスタートしたワールドラグビ
ー のImpact Beyond 2019プログラムの中核をなすものでした。これらのレガシーに
は、アジア地域におけるラグビーの振興と普及、また厳しい環境で暮らす子供たちや

青少年、コミュニティーにポジティブな社会的インパクトを与えていくことなどがあ
りました。

パートナーシップの成功が及ぼすインパクトは広範囲に及ぶ:

•	アジアの発展途上地域の厳しい環境に暮らす25,000人以上の子供達がチャイ
ルドファンドの「パス・イット・バック」プログラムに参加してラグビーと重要なラ
イフスキルを身につける機会の創出

•	チャイルドファンドの「パス・イット・バック」はラオス、ベトナム、フィリピンでさ
らに拡大、東ティモールとカンボジアでもスタート 

•	プログラムに参加しているプレーヤーやコーチの過半数が女子。

•	アジアの子供・青少年を対象に、32,000以上のライフスキル/ラグビースキルセ
ッションが既に実行。

•	何百人もの新たなコーチがトレーニングを修了し認定取得。アジア地域のラグビ
ーインフラが拡大。

•	このプログラムを通じて青少年がリーダーシップ、ライフスキル、回復力の習得
に成功。地域社会へ測定可能でポジティブな影響
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東京2020 
2016年リオデジャネイロ五輪からラグビーがオリンピック競技に返り咲き、観衆を魅
了したセブンズ（７人制）ラグビーは、６主要国でファンが 1,700万人増加した。東京
2020では世界中の新規ファン人口が更に 3,000 万人増えると見込まれています。

人々の想像力とラグビーへの関心度を高め、日本の誇りを一層高めるイベントとなっ
たラグビーワールドカップ2019日本大会の大成功に続き、ダイナミックな競技である
セブンズラグビーも東京オリンピックの人気種目の一つとなると予想されます。

新型コロナウィルスのパンデミックにより東京2020オリンピック大会が2021年に延
期され、ワールドラグビーは 、アジアラグビー 、日本ラグビー協会 、その他のステー
クホルダーと密接に連携しながら、2019年に大きな進展を遂げたImpact Beyond
プログラムの継続計画 を 立てています。

日本ラグビー協会は、ラグビーワールドカップ2019以来、小中学校を対象にした
タグラグビーの導入プログラムを実施しており、新型コロナウィルスのパンデ
ミック以前においてはラグビースクールへの参加者が増えています。

アジアラグビーは、地域の加盟協会を対象としたラグビープレーヤー
の維持プログラムをスタートさせ、コーチやマッチオフィシャルの
キャパシティの拡大や能力向上のための教育・研修コースの運
営、コンタクトラグビーやラグビースクール、プレーヤーのク
ラブへの移行管理など、維持戦略の管理を行うスタッフを
確保しています。

同時に、ワールドラグビーとJRFUはセブンズラグ
ビーのオリンピック大会会場予定となっている
東京スタジアム周辺、及びその他のエリアで
のファンゾーン開催について東京2020組
織委員会と協議しています。
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